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財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
愛
媛
県
支
部
の
理
事

と
し
て
、
平
成
十
三
年
松
山
市
、
平
成
十
六
年
今
治
市
、

平
成
十
七
年
宇
和
島
に
て
「
語
り
つ
ぐ
会
」
の
講
師
と
し

て
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
の
豊
富
な
諸
々
の
体
験
談
を
観

衆
に
分
り
易
く
説
明
、
納
得
さ
せ
て
好
評
の
あ
る
講
師
と

し
て
す
ば
ら
し
い
方
で
、
今
後
も
益
々
の
ご
自
愛
の
も
と

支
部
の
柱
と
し
て
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
役
員
で
あ
り
ま
す
。 

（
愛
媛
県 

山
本 

繁
夫
） 

収
容
所
正
門
横
一
カ
所
に 

 

埋
葬
し
た
八
十
～
百
人
を
祖
国
に 

熊
本
県 

 

村 

田 

昭 

三 
 

 

  

昭
和
十
九(

一
九
四
四)

年
十
一
月
全
満
州
義
勇
隊
訓
練

生
に
、
臨
時
軍
派
遣
計
画
実
施
。
我
々
北
安
省
海
倫
県
義

勇
隊
萬
順
訓
練
所
第
五
次
川
元
中
隊
二
百
五
十
人
中
九
十

人
は
興
安
北
省
ハ
イ
ラ
ル
二
六
四
六
部
隊
「
第
一
九
野
戦

貨
物
敞
」
札
蘭
屯
駐
屯
地
分
散
作
戦
に
派
遣
。 

 

駐
屯
地
は
山
間
を
利
用
し
大
き
な
倉
庫
が
建
設
さ
れ
て

い
た
。
近
く
に
満
人
部
隊
が
あ
り
、
初
め
て
見
る
驢
馬
、

体
は
小
さ
い
が
鳴
き
声
は
凄
い
声
を
出
し
て
い
た
。
こ
こ

の
兵
隊
さ
ん
は
召
集
兵
に
み
え
優
し
い
人
達
で
あ
っ
た
。

班
長
は
石
川
上
等
兵
（
栃
木
出
身
）
、
炊
事
班
長
は
安
田
上

等
兵
。
犬
の
餌
を
日
に
二
回
頂
き
に
行
く
の
で
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
。
食
事
は
糧
秣
を
扱
う
だ
け
あ
っ
て
待
遇
は

よ
く
、
身
な
り
も
新
品
同
様
裕
福
な
兵
隊
さ
ん
に
見
え
た
。

自
分
等
は
襟
章
が
な
い
だ
け
で
風
呂
も
一
緒
、
す
べ
て
が
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兵
隊
生
活
で
あ
っ
た
。 

 

貨
物
廠
に
は
獣
医
の
物
資
が
置
か
れ
、
隣
村
の
網
津
村

か
ら
伊
藤
軍
曹
が
係
で
お
ら
れ
た
。
志
願
組
で
二
十
二
、

三
歳
に
見
え
た
。
旧
宇
土
中
出
身
で
、
通
学
の
時
雑
貨
を

営
む
我
が
家
を
知
っ
て
お
ら
れ
、
親
切
に
酒
保
に
も
連
れ

て
い
か
れ
、
甘
味
品
な
ど
を
頂
き
有
難
か
っ
た
。 

 

貨
物
廠
に
軍
犬
二
頭
が
飼
わ
れ
、
軍
犬
主
の
山
本
上
等

兵
（
大
阪
出
身
）
が
他
に
忙
し
い
の
で
代
わ
り
に
見
る
事

に
な
り
、
入
隊
ま
で
（
勤
務
中
に
現
役
志
願
を
志
し
、
宮

崎
静
夫
君
と
北
安
に
出
か
け
徴
兵
検
査
を
受
け
る
。
甲
種

合
格
）
五
カ
月
ほ
ど
軍
犬
の
訓
練
に
励
む
。
犬
舎
は
十
二

坪
程
度
、
犬
の
名
は
キ
リ
ュ
ウ
と
ア
タ
ル
。
少
し
慣
れ
た

頃
に
ま
さ
か
と
思
い
放
し
た
ら
喧
嘩
に
な
り
、
傷
を
負
わ

せ
て
し
ま
っ
た
。
犬
は
兵
器
で
扱
わ
れ
、
大
変
な
事
を
し

た
と
思
い
、
山
本
軍
犬
主
に
お
詫
び
し
た
ら
、
笑
う
て
と

が
め
は
な
か
っ
た
。
幸
い
で
あ
っ
た
。 

 

軍
犬
キ
リ
ュ
ウ
は
、
一
度
廃
犬
、
再
用
し
た
犬
で
、
利

口
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
軍
犬
ア
タ
ル
は
、
捜
索
は
素
晴

ら
し
く
、
何
で
も
で
き
る
優
秀
な
犬
で
あ
っ
た
。
満
州
に

は
遼
陽
に
軍
犬
の
訓
練
所
が
あ
る
と
聞
い
て
い
た
。
三
月

入
隊
が
近
付
き
荷
物
の
片
付
け
に
か
か
る
。
た
い
し
た
物

は
な
い
が
満
順
訓
練
所
で
撮
っ
た
仲
間
と
の
三
分
間
写
真

等
を
し
ま
い
、
竹
行
李
二
個
我
が
家
に
発
送
し
た
が
着
い

て
い
な
か
っ
た
。 

 

当
時
満
州
は
緊
急
物
資
優
先
で
、
一
般
の
荷
物
は
仕
方

が
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

入
隊
は
吉
林
八
三
五
部
隊
「
機
動
第
一
旅
団
司
令
部
」

の
通
称
号
、
無
線
有
線
の
機
能
を
有
す
る
中
隊
、
中
隊
長

高
島
中
尉
、
無
線
一
、
二
、
三
人
班
、
有
線
四
班
。
自
分

は
四
班
に
配
属
。
班
長
中
村
伍
長
（
鹿
児
島
出
身
）、
班
長

以
下
乙
幹
伍
長
一
人
、
古
年
兵
五
、
六
人
、
初
年
兵
合
せ

三
十
五
人
ほ
ど
。
自
己
紹
介
。
官
給
品
の
支
給
、
九
九
式

小
銃
、
帯
剣
が
渡
さ
れ
た
。 

 

入
隊
し
て
苦
労
し
た
の
が
軍
人
勅
諭
。
覚
え
が
悪
い
と

古
年
兵
の
び
ん
た
が
待
っ
て
い
る
。
一
般
教
練
は
義
勇
隊

時
代
、
海
倫
の
独
立
守
備
隊
か
ら
鍛
え
ら
れ
、
一
通
り
の

事
は
自
信
が
あ
っ
た
。
演
習
は
地
形
に
即
し
た
電
話
機
電

線
の
扱
い
、
夜
間
訓
練
は
山
岳
に
て
探
照
灯
で
モ
ー
ル
ス
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信
号
を
教
わ
る
。
対
戦
車
攻
撃
は
蛸
壺
に
身
を
潜
め
爆
薬

を
抱
え
、
敵
戦
車
を
破
壊
す
る
訓
練
が
中
心
で
あ
っ
た
。

敵
戦
車
の
死
角
に
迫
り
キ
ャ
タ
ピ
ラ
に
爆
薬
を
仕
掛
け
、

己
も
助
か
る
訓
練
も
続
け
ら
れ
た
。 

 

厳
し
い
訓
練
の
中
に
慰
め
は
小
休
止
の
時
の
煙
草
（
極

光
）
で
あ
っ
た
。
十
七
歳
だ
が
一
人
前
に
も
ら
え
た
。 

 

演
習
帰
り
軍
歌
を
よ
く
歌
わ
せ
ら
れ
た
。
兵
舎
に
帰
る

と
一
日
の
銃
剣
の
手
入
れ
が
始
ま
る
。 

 

消
灯
ラ
ッ
パ
で
寝
付
け
た
頃
に
週
番
士
官
巡
回
。
手
入

れ
し
た
小
銃
の
引
金
を
点
検
。
カ
チ
ッ
と
音
、
自
分
の
銃

で
な
い
か
。
呼
ば
れ
た
ら
大
変
な
事
に
な
る
。
一
人
の
落

ち
度
で
全
員
が
集
合
さ
せ
ら
れ
、
互
い
に
打
ち
合
わ
せ
る
。

対
抗
ビ
ン
タ
。
弱
く
打
つ
と
強
く
打
つ
ま
で
や
ら
さ
れ
る
。

古
年
兵
の
中
に
た
ち
の
悪
い
上
等
兵
と
三
年
兵
の
一
等
兵

が
い
て
、
二
人
が
打
つ
の
は
編
上
靴
で
こ
し
ら
え
た
ス
リ

ッ
パ
、
帯
革
ベ
ル
ト
、
こ
れ
ら
で
打
た
れ
る
と
目
か
ら
火

が
出
る
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

八
月
九
日
夜
中
に
古
年
兵
一
人
が
、
飛
行
機
の
変
わ
っ

た
音
が
す
る
。
何
か
違
う
ぞ
、
ソ
連
か
も
。
全
員
起
こ
さ

れ
、
誰
の
銃
と
構
わ
ず
我
先
に
兵
舎
裏
の
壕
に
飛
び
降
り

る
。
頭
を
上
げ
見
回
す
と
吉
林
市
街
は
飛
行
機
投
下
の
照

明
弾
で
真
昼
の
様
に
見
え
た
。
爆
音
か
ら
豊
満
ダ
ム
に
向

け
爆
撃
が
行
わ
れ
て
い
る
も
よ
う
で
あ
る
。
翌
十
日
、
部

隊
は
装
備
整
え
貨
車
で
東
満
に
向
け
発
車
し
た
。
糧
秣
物

資
も
積
み
込
ま
れ
て
い
た
。
い
よ
い
よ
戦
場
に
行
く
、
志

願
し
た
身
で
あ
る
。
何
も
心
配
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ど
の
辺
り
で
下
車
し
た
の
か
記
憶
に
な
い
。
あ
る
の
は
、

夜
か
ら
明
け
方
ま
で
、
毎
日
夜
の
強
行
軍
が
続
い
た
。
歩

き
な
が
ら
眠
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
銃
口
が
隣
の
銃
口
に
触

り
カ
チ
ッ
音
で
眼
が
覚
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

終
戦
の
玉
音
放
送
は
広
い
草
原
に
格
納
庫
み
た
い
な
建

物
が
あ
り
、
昼
の
休
憩
時
だ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
か
ら
の
放
送

で
、
初
年
兵
仲
間
四
、
五
人
が
居
合
わ
せ
た
。
日
本
は
負

け
た
の
だ
、
今
後
ど
う
な
る
か
複
雑
な
思
い
が
し
た
。 

 

我
々
の
部
隊
は
承
知
い
た
ら
ず
、
鏡
泊
湖
方
面
に
進
み
、

小
高
い
岡
に
た
ど
り
つ
き
見
渡
す
と
遠
く
に
砲
撃
の
音
が

し
て
い
た
。 

 

敦
化
で
武
装
解
除
。
ソ
連
軍
の
指
揮
下
に
入
り
、
何
を
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目
指
す
の
か
連
れ
回
さ
れ
る
毎
日
で
あ
っ
た
。
途
中
目
に

し
た
の
が
軍
馬
七
、
八
頭
の
群
。
飼
い
放
さ
れ
た
の
か
痩

せ
細
り
肋
骨
が
見
え
、
哀
れ
な
姿
で
あ
る
。
軍
犬
に
も
出

会
っ
た
。
雨
の
日
、
泥
に
ま
み
れ
主
人
を
さ
が
し
て
い
る

様
子
。
可
哀
相
に
み
え
、
ヨ
ー
シ
コ
ー
イ
と
呼
ぶ
と
、
懐

か
し
く
聞
こ
え
た
の
か
喜
ん
で
く
る
。
連
れ
て
は
い
け
ず
、

自
身
が
囚
わ
れ
の
身
で
あ
る
。
軍
服
姿
の
婦
人
も
見
た
。

身
を
隠
す
た
め
か
軍
帽
に
軍
服
を
裝
い
、
階
級
を
つ
け
、

表
情
は
厳
し
く
見
え
た
、
ど
う
な
ら
れ
た
か
気
の
毒
に
助

け
も
で
き
な
い
。 

 

敗
戦
を
期
に
人
も
馬
も
犬
も
こ
の
後
、
日
本
と
付
く
す

べ
て
が
地
獄
の
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。 

 

九
月
に
入
り
部
隊
は
敦
化
で
野
営
す
る
こ
と
に
な
り
、

自
分
は
何
か
の
用
で
水
く
み
に
出
か
け
た
。
途
中
夕
方
薄

暗
く
な
る
頃
、
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
が
す
る
の
で
、
近
付

い
て
見
る
と
カ
ボ
チ
ャ
畑
に
、
日
明
に
着
せ
る
着
物
に
包

ま
れ
た
三
、
四
カ
月
ぐ
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん
、
置
き
去
り
に

さ
れ
て
泣
い
て
い
る
。
お
そ
ら
く
母
親
は
上
の
子
等
を
連

れ
て
行
く
の
が
精
一
杯
で
、
足
手
ま
と
い
に
な
り
赤
ち
ゃ

ん
に
は
い
た
ま
し
い
が
、
当
時
は
仕
方
な
い
。
辛
い
こ
と

で
あ
っ
た
ろ
う
。
翌
朝
に
は
霜
で
冷
た
く
な
っ
て
い
た
。

昨
日
は
こ
こ
か
ら
少
し
下
り
た
場
所
で
水
を
く
ん
だ
の
で

あ
る
。
朝
方
川
に
行
っ
て
気
付
い
た
の
は
、
岸
の
く
ぼ
み

に
若
い
女
性
二
人
は
確
か
三
人
着
物
姿
で
俯
き
に
浮
か
ん

で
お
ら
れ
た
。
柄
の
模
様
か
ら
一
番
大
事
に
し
て
い
た
着

物
を
着
飾
り
、
身
投
げ
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
戦
い
に
敗

れ
た
国
の
忘
れ
る
こ
と
で
き
な
い
惨
め
な
姿
で
あ
っ
た
。

一
方
兵
隊
の
仲
間
で
は
ソ
連
兵
の
言
葉
を
信
じ
、
日
本
に

帰
れ
る
話
が
何
か
と
伝
わ
っ
て
い
た
。
あ
る
日
の
事
、
武

装
解
除
の
軍
刀
が
山
積
に
置
か
れ
て
い
た
。
皆
が
土
産
に

と
一
瞬
に
し
て
持
ち
去
っ
た
。
結
局
は
馬
鹿
な
事
で
あ
っ

た
。
シ
ベ
リ
ア
に
連
行
さ
れ
る
時
も
ハ
ル
ピ
ン
の
一
つ
手

前
の
駅
で
防
寒
外
套
を
渡
さ
れ
、
二
段
に
仕
切
ら
れ
た
貨

車
に
藁
を
敷
き
外
か
ら
鉄
線
で
縛
ら
れ
、
満
州
里
経
由
か

ら
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
日
本
に
帰
る
と
噂
が
流
れ
て
い
た
。 

 

発
車
し
て
十
日
近
く
乗
っ
た
。
明
け
方
、
東
か
ら
太
陽

の
光
と
海
が
小
窓
か
ら
見
え
た
。
誰
か
が
日
本
海
だ
と
叫

ぶ
。
一
瞬
色
め
く
、
汽
車
は
バ
イ
カ
ル
湖
湖
畔
を
東
に
向
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っ
て
走
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
日
本
軍
隊
の
指

揮
の
甘
さ
が
知
ら
さ
れ
る
。 

 

シ
ベ
リ
ア
本
線
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
を
分
岐
点
に
、
カ
ザ

フ
共
和
国
ア
ル
マ
ア
タ(

現
ア
ル
マ
テ
イ)

に
通
じ
る
鉄
道

で
途
中
の
バ
ル
ナ
ウ
ル
を
経
て
ロ
ス
ド
フ
カ
（
現
ル
プ
ツ

ォ
フ
ス
ク
）
で
下
車
、
二
十
数
日
ぶ
り
鮨
詰
め
の
貨
車
か

ら
解
放
さ
れ
た
。
敦
化
で
編
成
し
た
二
三
一
作
業
大
隊
九

百
九
十
八
人
は
第
三
支
部
に
六
百
四
人
（
死
亡
二
百
二
十

九
人
）
、
第
四
支
部
に
三
百
九
十
四
人
に
分
離
さ
れ
た
。
他

の
作
業
大
隊
か
ら
二
百
五
十
人
が
第
四
支
部
に
加
え
ら
れ

六
百
四
十
四
人
（
死
亡
二
百
二
十
三
人
）
。
通
信
中
隊
の
仲

間
は
ほ
と
ん
ど
が
第
三
支
部
に
収
容
さ
れ
、
自
分
が
収
容

さ
れ
る
第
四
支
部
に
は
四
、
五
人
が
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
第
四
支
部
収
容
所
は
建
物
、
設
備
が
悪
く
、
古
い
刑

務
所
跡
と
み
ら
れ
、
所
内
に
営
倉
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
下

が
地
下
屍
室
に
。
当
初
の
冬
は
シ
ベ
リ
ア
も
想
像
以
上
の

寒
波
で
一
度
下
る
と
止
ま
ら
ず
、
充
分
な
暖
房
も
な
く
死

を
待
つ
だ
け
で
、
多
く
の
者
が
命
を
落
と
し
た
。
春
先
カ

チ
カ
チ
に
凍
っ
た
五
体
を
ロ
ー
プ
で
引
き
上
げ
点
呼
広
場

に
並
べ
、
橇
に
何
体
も
重
ね
、
収
容
所
正
門
横
に
塀
か
ら

一
、
二
メ
ー
ト
ル
離
し
、
当
時
の
記
憶
か
ら
幅
五
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
、
自
分
等
で

掘
っ
た
穴
に
ほ
と
ん
ど
が
裸
の
ま
ま
埋
め
ら
れ
た
。 

 

我
々
の
仕
事
は
近
く
の
農
機
具
工
場
で
ト
ラ
ク
タ
ー
が

牽
引
す
る
大
型
農
機
具
部
品
の
生
産
、
職
場
は
鍛
工
（
鍛

冶
屋
）
と
呼
ん
で
い
た
。
冬
場
の
凍
り
つ
い
た
鉄
材
の
切

断
は
、
滑
り
、
危
な
い
も
の
だ
っ
た
。
夏
場
に
三･

五
メ
ー

ト
ル
の
鉄
材
を
ボ
イ
ラ
ー
で
真
っ
赤
に
焼
き
、
二
、
三
人

が
か
り
で
Ｊ
型
に
曲
げ
る
の
は
大
変
な
労
働
で
あ
っ
た
。

汗
が
乾
い
た
あ
と
塩
気
で
肌
が
白
く
な
っ
て
見
え
る
。
塩

が
あ
れ
ば
生
き
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
岩
塩
を
積
ん
だ
無

蓋
貨
車
が
工
場
の
引
き
込
み
線
に
入
る
。
カ
ー
ブ
で
待
ち

伏
せ
、
ス
コ
ッ
プ
で
す
く
い
落
と
す
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
。

危
険
は
承
知
で
あ
っ
た
。 

 

あ
る
夜
の
点
呼
で
、
寒
さ
は
厳
し
く
、
靴
が
湿
っ
て
い

た
の
と
油
断
か
ら
、
自
分
の
両
足
の
小
指
と
隣
の
指
が
凍

傷
に
か
か
っ
た
。
収
容
所
内
の
仕
事
に
就
い
て
い
た
時
、

運
よ
く
十
人
足
ら
ず
で
コ
ル
ホ
ー
ズ
（
国
家
援
助
の
集
団
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農
場
）
に
ト
ラ
ッ
ク
で
馬
鈴
薯
の
収
穫
手
伝
い
に
連
れ
て

行
か
れ
た
。
農
婦
が
掘
り
出
し
た
の
を
自
分
達
は
バ
ケ
ツ

で
拾
う
の
が
仕
事
で
あ
っ
た
。
お
か
し
い
事
に
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
残
し
て
掘
る
の
で
、
こ
こ
に
と
教
え
る
と
困
っ
た
顔

を
す
る
。
あ
と
は
捨
て
て
置
く
の
で
あ
る
。
ソ
連
全
体
は

食
糧
不
足
で
困
っ
て
い
る
。
こ
こ
だ
け
は
豊
作
で
ノ
ル
マ

は
達
成
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
辛
抱
し
て
も
お
金
に
な
ら

な
い
と
の
事
だ
ろ
う
。
皆
の
前
で
食
べ
る
の
は
良
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

か
っ
た
。 

 

馬
鈴
薯
の
お
か
げ
で
多
少
は
生
き
長
ら
え
る
と
思
っ
た
。

こ
こ
の
収
容
所
は
非
人
間
的
な
扱
い
で
捕
虜
の
わ
ず
か
な

食
糧
を
闇
に
流
す
噂
も
出
る
な
ど
。
一
日
三
〇
〇
グ
ラ
ム

の
黒
パ
ン
に
ス
ー
プ
は
青
い
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
の
塩
漬

け
だ
け
が
入
り
、
穀
物
の
入
っ
て
い
な
い
日
も
度
々
あ
っ

た
。
酷
い
の
は
粟
の
皮
が
む
い
て
な
い
ス
ー
プ
を
与
え
た

の
で
皆
が
糞
詰
ま
り
を
お
こ
し
、
大
変
な
苦
痛
に
あ
わ
さ

れ
た
。
ち
ょ
う
ど
職
場
で
お
き
た
の
で
、
マ
ダ
ム
や
皆
の

前
で
お
尻
を
出
し
合
い
鉄
屑
で
ほ
じ
く
る
。
恥
ず
か
し
さ

を
越
し
、
生
き
抜
く
に
は
仕
方
が
な
い
事
で
あ
っ
た
。 

 

脚
気
患
者
は
、
日
本
の
軍
医
が
訳
を
言
う
て
も
、
肥
え

て
い
る
、
大
丈
夫
、
と
聞
き
入
れ
な
い
。
工
場
ま
で
二
人

で
両
肩
を
持
ち
、
仕
事
場
で
休
ま
せ
、
代
わ
り
が
働
い
た
。

病
人
が
多
発
し
、
医
務
室
と
病
棟
が
狭
い
の
で
宿
舎
で
寝

た
き
り
の
者
が
多
く
な
り
、
下
は
濡
れ
、
飯
盒
が
す
べ
て

用
を
達
し
て
い
た
。
知
り
合
い
の
者
が
雪
で
す
す
ぐ
程
度

で
あ
る
。
一
日
の
労
働
（
ノ
ル
マ
）
が
終
り
帰
り
際
、
他

の
監
督
の
仕
事
で
付
添
の
歩
哨
が
買
収
さ
れ
、
引
き
続
き

食
事
も
与
え
ず
引
き
込
み
線
に
入
っ
た
六
十
ト
ン
有
蓋
貨

車
に
天
井
近
く
ま
で
積
み
込
ま
れ
た
石
炭
を
下
ろ
す
仕
事

で
あ
る
。
夜
も
遅
く
な
り
寒
さ
も
厳
し
く
、
零
下
三
〇
度

を
超
え
る
、
そ
れ
で
も
仕
事
に
使
う
な
ど
、
苛
酷
な
労
働

と
食
糧
事
情
が
重
な
り
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

昭
和
三
年
一
月
四
日 

熊
本
県
宇
土
市
に
て
出
生 

昭
和
十
七
年
三
月 

 

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
川
田
分

所
入
所 
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昭
和
十
七
年
六
月 

 

満
州
国
北
安
省
海
倫
県
萬
順
訓
練

所
入
所 

昭
和
十
九
年
十
一
月 

ハ
イ
ラ
ル
二
六
四
六
部
隊
（
第
一

九
野
戦
貨
物
敞
） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

札
蘭
屯
駐
屯
地
分
散
作
戦
に
義
勇

隊
よ
り
派
遣 

昭
和
二
十
年
二
月 

 
札
蘭
屯
勤
務
中
現
役
志
願
甲
種
合

格 

昭
和
二
十
年
三
月 

 

吉
林
八
三
五
部
隊
機
動
第
一
旅
団

通
信
中
隊
入
隊 

昭
和
二
十
年
八
月
末
日 

吉
林
省
敦
化
に
て
武
装
解
除 

昭
和
二
十
年
十
月 

 

ア
ル
タ
イ
地
方
ロ
ス
ト
フ
カ
（
現

ル
プ
ツ
ォ
フ
ス
ク
）
九
〇
一
一
第

一
二
八
収
容
所
第
四
支
部
収
容
所 

昭
和
二
十
二
年
四
月 

沿
海
州
ウ
オ
ロ
シ
ー
ロ
フ
（
現
ウ

ス
リ
ー
ス
ク
）
収
容
所 

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
五
日 

山
澄
丸
舞
鶴
上
陸 

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
日 

復
員 

宇
土
市
公
平
委
員
、
宇
土
市
商
工

会
理
事
、
法
人
会
監
事
、
商
店
会

会
長 

全
抑
協
熊
本
県
宇
土
支
部
長 

 

（
熊
本
県 

岡
村 

透
） 

 


